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大宮スタジアムのスマート化先行 

    Ｊリーグ・Performとの提携／全国のスタジアムのスマート化 

       ホームタウンの情報化・スマート化 

B2B2Xビジネスの展開 

Ⅰ．スポーツ：Smart StadiumからSmart City へ 

Ⅱ．スポーツ×観光×・・・：Smart & Universal Design City へ 
 

政令市を中心とし、地元IT企業との連携体制 

   国内外の観光客、在住外国人のＣＲＭ化 

      交通サービスや市民の健康分野での情報化へ 

① リーディングケースから全国展開へ 

② 共通機能のプラットフォーム形成へ 
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Nack5 STADIUM OMIYA 
(Omiya Ardija Home Stadium) 
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スマートスタジアム化 
～Nack5スタジアム大宮～ 



    政府成長戦略「日本再興戦略」（2016.6） 

2012 

訪日外国人観光 
(人数/消費） 

2015 2030 2020 
2012、2015年は実績、2020、2030年は政府目標 

２，０００万人 
＜3兆5千億円＞ 

８００万人 

スポーツ 
ツーリズム 

４，０００万人 
＜8兆円＞ 

６，０００万人 
＜15兆円＞ 

観光資源を生かす 
  スポーツツーリズム 
  等周辺産業との融合 
 ：4.9兆円 

 
 

スタジアム・アリーナ投資での
収益強化：3.8兆円 
 
プロスポーツのチケット売上：

1.1兆円（現在0.3兆円） 

 

  
 

   



 

「Japan connected-free Wi-Fi」の全国カバレッジ 

沖縄 

千代田区および中央区周辺 

凡例 

全国の空港、主要駅、自治体、コンビニチェーン店等で利用可能 
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訪問場所ヒートマップ 

デジタルマーケティング 
 

 ～多言語対応 観光情報、ナビ、 
               デジタルクーポン、Ｗｉ-Ｆｉワン認証等～ 

ホットスポットの見える化 
行動分析に基づく 
回遊ルート提案 

© OpenStreetMap contributors 

国体道路 

100円循環バスルート 
現在の案内ルート 
回遊ルート案 

キャナルシティ 

川沿いの綺麗な歩道 旧福岡市貴賓館 
（カフェ併設)(※) 

天神中央公園(※) 

© OpenStreetMap contributors ※写真提供：福岡市 

観光×交通×商業×ICT 
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B2Bビジネス＝情報システム事業 
 

社内業務システム 
 

 Value Chain個々に* 
 

*：ERPで支援活動系の連携、 
 CRMで顧客管理系の連携等 

Digitalization 
through CRM×SCM×・・・ 

“（広義の）Digital Marketing” 

B2B２X＝情報サービス powered by 
                Mobility, IoT, AI・Big Data 
 

社内×顧客業務システム** 
Value Chain連携 

B2B×B2C ⇒ B2B2X 

**例：フライトチケットの予約～搭乗／関連サービス利用 

 

  
 
 

Value Chain Value Chain 

 

Michael Eugene Porter ed.,Competitive Advantage 

 



 

B2B2X ビジネスモデル 
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 （例）ﾃﾞｼﾞﾀﾙ映像配信 
    ﾃﾞｼﾞﾀﾙ物販 
     （ﾁｹｯﾄ、ｸﾞｯｽﾞ等） 

 
2Ｂ情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ 
 

 （例）ﾃﾞｼﾞﾀﾙ広告 
    ﾃﾞｼﾞﾀﾙ行動分析 

広
告
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Mobility 
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Cloud, Security, 
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IoT 

    
 
 



 

B2B2X市場の可能性 

第4次産業革命の実現 
          （IoT・ビッグデータ・AI・ロボット等） 

世界最先端の健康立国へ 

環境エネルギー制約の克服と投資拡大 

スポーツの成長産業化        
          （ＩＴ・健康・観光等との融合・拡大） 

中堅・中小企業・小規模事業者の革新 

既存住宅流通・リフォーム市場の活性化    

新
た
な
有
望
市
場
の
創
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ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
深
化 

（注）日本再興戦略「官民戦略プロジェクト10」より 

 

１６兆円(2011) → ２６兆円(2020) 

付加価値創出３０兆円（2020） 

１８兆円(2014°)→２８兆円(2030°) 
＜関連投資＞ 

５.５兆円(2015)→１５兆円(2025) 

 市場規模        (増加期待) 

観光立国の実現     ３．5兆円(2015) 
  →８兆円(2020)→１５兆円(2030) 
           ＜外国人旅行消費額＞ 

１１兆円(2013) → ２０兆円(2025) 

サービス産業の生産性向上  付加価値：３４３兆円(2014)⇒４１０兆円(2020)  

＋１０兆円 

     成 長 分 野  

    
 

＋１１兆円 

＋３０兆円 

＋１０兆円 
＋１０兆円 
＋ ９兆円 

攻めの農林水産業の展開と輸出力の強化 
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